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第2特集―先進諸国における労働運動の現状 

先進諸国における 
労働運動の現状 国際研究部 

　
労
使
関
係
は
、
そ
の
国
の
政
治
・
経
済
シ
ス
テ
ム
、
社
会
・
文
化
的
影

響
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
労
使
が
対
立
的
な
伝
統

を
持
つ
英
国
、
米
国
、
成
り
立
ち
に
お
い
て
共
産
主
義
及
び
宗
教
的
色
彩

の
強
い
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
産
業
民
主
主
義
お
よ
び
熟
練
形
成
を
軸

足
と
し
て
き
た
ド
イ
ツ
や
北
欧
、
さ
ら
に
は
西
欧
諸
国
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
発
展
を
遂
げ
た
日
本
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
。
そ
の
道
筋
は
様
々
で
あ
る
。

東
西
冷
戦
構
造
が
過
去
の
記
憶
に
過
ぎ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
代
わ

っ
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
姿
を
現
し
た
の
は
、
貪
欲
に
す
べ
て
の
物
を
飲
み

尽
く
す
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
名
を
持
つ
資
本
主
義
の
怪
物

だ
っ
た
。
今
日
、
す
べ
て
の
国
の
す
べ
て
の
人
々
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
恩
恵
を
め
ぐ
っ
て
し
の
ぎ
を
削
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
繁
栄
の
下
で
、
富
の
偏
在
と
、
社
会
的
弱
者
へ
の
圧

迫
も
見
過
ご
せ
な
い
も
う
一
方
の
現
実
だ
。
一
二
月
に
宮
崎
で
開
催
さ
れ

た
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ（
国
際
自
由
労
連
）世
界
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
未
来
に
向
け

た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
運
動
の
構
築
」。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

影
響
で
よ
り
劣
悪
な
環
境
を
強
い
ら
れ
る
世
界
の
労
働
者
を
、
い
か
に
労

働
組
合
が
連
帯
し
て
守
る
か
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
翻
っ
て
、
先
進
各
国

の
労
働
運
動
を
概
観
す
る
と
、
一
様
に
組
織
率
低
下
に
苦
し
ん
で
い
る
姿

が
浮
か
び
上
が
る
。
労
働
運
動
発
祥
の
地
英
国
で
も
二
〇
％
台
、
フ
ラ
ン

ス
に
い
た
っ
て
は
一
〇
％
以
下
と
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
各
国

の
労
働
組
合
は
、
自
ら
の
体
力
低
下
と
、
世
界
を
と
り
ま
く
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
今
回

は
、
英
、
米
、
独
、
仏
、
各
国
の
労
働
運
動
の
現
状
を
追
う
。（
国
際
研
究
部
） 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に 

洗
わ
れ
、組
織
率
の 

低
下
に
苦
し
む
各
国
労
組 

初めて日本で開催された国際自由労連の世界大会に参加する各国の組合役員 
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米
国
 

ケ
リ
ー
氏
敗
退
で
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
内
部
対
立
が
顕
在
化
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一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
も
の
政
治
資
金
を

投
入
し
て
支
持
し
た
民
主
党
ケ
リ
ー
氏
の
大

統
領
選
で
の
敗
退
を
機
に
、
米
国
労
組
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
米
国
労
働
総
同
盟
・

産
別
会
議
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
、
組
織
人
員

一
三
〇
〇
万
人
）
の
内
部
対
立
が
噴
出
し
て

い
る
。
火
付
け
役
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
最

大
規
模
の
産
別
で
、
近
年
組
織
の
拡
大
が
目

覚
し
い
全
米
サ
ー
ビ
ス
従
業
員
労
組
（
Ｓ
Ｅ

Ｉ
Ｕ
、
組
織
人
員
一
七
〇
万
人
）
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
ス
タ
ー
ン
議
長
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

領
再
選
一
週
間
後
の
一
一
月
一
〇
日
、
同
氏

は
、
大
規
模
な
統
合
・
合
併
に
よ
る
Ａ
Ｆ
Ｌ
・

Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
中
央
集
権
化
、
組
織
化
運
動
の
拡

大
な
ど
を
柱
と
す
る
一
〇
項
目
か
ら
な
る
抜

本
的
な
改
革
案
を
提
示
。
「
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ

Ｏ
が
大
胆
な
改
革
に
踏
み
切
ら
な
い
場
合
に

は
、
脱
退
を
厭
わ
な
い
」
な
ど
と
警
告
し
、

Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
傘
下
の
他
の
改
革
推
進
派

と
新
組
織
を
結
成
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
は
既
に
、
脱
退
に
関
す
る

調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
も
進
め
て
い

る
。
決
議
は
、
来
年
二
月
に
先
送
り
さ
れ
た

も
の
の
、
こ
の
議
論
は
、
過
去
半
世
紀
に
お

け
る
労
働
運
動
史
上
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改

革
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
メ
デ
ィ
ア

は
報
じ
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
ス
ウ
ィ
ニ
ー
・
Ａ
Ｆ
Ｌ
・

Ｃ
Ｉ
Ｏ
会
長
は
同
日
、
自
ら
が
委
員
長
を
務

め
る
改
革
委
員
会
を
設
置
。
「
慎
重
な
見
直

し
を
行
い
、
何
が
機
能
し
て
い
て
何
が
機
能

し
て
い
な
い
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

組
織
化
拡
大
は
必
須
だ
が
、
そ
の
手
法
に
つ

い
て
は
合
意
が
み
ら
れ
な
い
。
各
組
合
が
独

立
し
た
自
治
権
を
有
す
る
こ
と
に
も
配
慮
が

必
要
だ
」
と
し
て
、
現
時
点
で
は
慎
重
な
コ

メ
ン
ト
に
留
め
、
二
月
の
決
議
に
向
け
、
内

部
の
合
意
形
成
を
進
め
る
意
向
だ
。 

   

組
織
率

の
長
期
的
低
迷
と 

　
ス
タ
ー
ン
氏
改
革
案
の
反
響 

 

確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
は
長
ら
く

危
機
的
状
況
に
瀕
し
て
い
る
。
組

織
化
拡
大
と
労
働
運
動
の
再
生
を

誓
い
、
ス
ウ
ィ
ニ
ー
氏
が
会
長
に

就
任
し
た
一
九
九
五
年
以
降
も
、

組
織
率
の
伸
び
は
み
ら
れ
ず
、
半

世
紀
前
の
三
五
％
に
は
ほ
ど
遠
い
。

今
年
一
月
に
米
国
労
働
統
計
局
が

発
表
し
た
報
告
に
よ
る
と
、
二
〇

〇
三
年
の
組
織
率
は
、
前
年
の
一

三
・
三
％
か
ら
一
二
・
九
％
（
組

合
員
数
一
五
八
〇
万
人
）
に
低
下
。

こ
の
う
ち
、
公
務
部
門
の
組
織
率

は
三
七
・
二
％
程
度
だ
が
、
民
間
部
門
の
組

織
率
は
八
・
二
％
と
極
め
て
低
い
。
ス
タ
ー

ン
氏
は
、
「
米
国
労
働
者
に
対
す
る
労
組
の

影
響
力
は
あ
ま
り
に
弱
い
」
と
述
べ
、
そ
の

理
由
と
し
て
、
組
織
率
の
長
期
的
低
迷
と
巨

大
企
業
と
対
等
な
交
渉
関
係
を
築
け
な
い
多

数
の
少
数
組
合
の
存
在
―
―
を
挙
げ
て
い
る
。

Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
傘
下
の
六
〇
組
合
の
う
ち

四
〇
組
合
は
、
組
織
人
員
が
一
〇
万
人
規
模

に
過
ぎ
な
い
。 

 

ス
タ
ー
ン
氏
の
改
革
案
で
は
、
現
在
Ａ
Ｆ

Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
傘
下
に
あ
る
六
〇
産
別
組
織
を

二
〇
組
織
程
度
に
統
合
。
ま
た
、
予
算
権
限

を
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
執
行
部
に
委
ね
、
各
組

合
の
予
算
配
分
に
関
す
る
目
標
設
定
を
執
行

部
が
統
括
す
る
ほ
か
、
年
間
二
五
〇
〇
万
ド

ル
を
投
入
し
て
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
組
織
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。
ス
タ
ー
ン
氏
は
、

「
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
労
働
者
の
生
活
向

上
に
つ
な
が
る
労
働
組
合
運
動
の
再
編
に
集

中
す
べ
き
だ
。
現
在
の
組
織
の
あ
り
方
で
は

何
も
進
ま
な
い
」
と
強
気
だ
。
ブ
ッ
シ
ュ
大

統
領
再
選
で
「
労
働
者
に
と
っ
て
さ
ら
に
過

酷
な
時
代
が
訪
れ
る
」
と
の
共
通
認
識
で
落

胆
す
る
組
合
の
大
半
は
、
労
働
運
動
の
再
生

に
向
け
た
改
革
の
必
要
性
を
十
分
意
識
し
て

い
る
。
だ
が
、
ス
タ
ー
ン
氏
の
掲
げ
る
大
胆

か
つ
痛
み
を
伴
う
改
革
に
は
批
判
的
。
労
組

幹
部
か
ら
は
、
「
傲
慢
な
命
令
だ
」
「
労
組

の
独
立
性
と
自
主
性
を
無
視
し
た
ト
ッ
プ
・

ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
権
限
集
中
だ
」

「
急
速
に
勢
力
を
拡
大
す
る
サ
ー
ビ
ス
産
業

関
連
労
組
に
よ
る
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
独
裁

が
狙
い
だ
」
「
弱
小
組
合
を
無
視
し
た
非
民

主
的
な
も
の
だ
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
あ
が

る
。
一
方
ス
タ
ー
ン
氏
擁
護
派
は
、「
事
実
上

の
交
渉
力
は
ほ
と
ん
ど
な
い
現
状
で
統
合
に

反
対
す
る
の
は
、
ト
ッ
プ
ポ
ス
ト
の
減
少
な

ど
既
得
権
が
奪
わ
れ
る
た
め
だ
」
な
ど
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
夏
全
米
縫
製
・
繊
維

労
組（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）と
の
合
併
を
果
た
し
た

ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
従
業
員
組
合
（
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｅ
）議
長
を
長
年
務
め
て
き
た
ジ
ョ
ン
・

Ｗ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
氏
は
、
「
現
在
の
組
合

運
動
の
根
本
的
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
の
組
合

に
現
状
を
打
破
す
る
だ
け
の
資
金
、
規
模
、

勢
力
が
な
い
こ
と
だ
。
我
々
が
闘
う
相
手
は

巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
。
統
合
に
よ
り
組

織
化
拡
大
に
成
功
し
た
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
は
、
徐
々

に
変
化
を
生
み
出
し
て
い
る
」
な
ど
と
、
自

ら
の
成
功
例
を
挙
げ
て
、
他
組
合
の
前
向
き

な
努
力
を
求
め
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
流
れ
の
背
景
に
は
、
来
年
に
控

え
た
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
会
長
選
挙
に
向
け
た

政
治
的
動
き
も
あ
る
。
昨
年
九
月
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｕ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
＝
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
、
建
設
労
働

組
合（
レ
イ
バ
ラ
ー
ズ
）、
大
工
労
働
組
合（
カ

ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
）の
各
議
長
は
、「
新
し
い
団

結
に
む
け
て
の
連
帯
」（
Ｎ
Ｕ
Ｐ
）
を
立
ち
上

げ
、
会
長
選
挙
に
候
補
者
を
立
て
る
こ
と
を

宣
言
し
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
く
候
補
者
と

し
て
名
の
挙
が
っ
て
い
る
全
米
通
信
労
組
（
Ｃ

Ｗ
Ａ
、
組
織
人
員
七
〇
万
人
）
ラ
リ
ー
・
コ

ー
エ
ン
・
副
議
長
は
、
企
業
の
反
組
織
化
に

よ
る
法
律
違
反
や
公
務
員
の
団
結
権
問
題
な

ど
を
中
心
に
据
え
、
あ
く
ま
で
も
職
場
に
お

け
る
団
体
交
渉
権
の
拡
大
に
よ
る
交
渉
力
の

向
上
を
訴
え
て
い
る
。
分
権
化
に
よ
る
弱
い

交
渉
力
を
問
題
視
す
る
改
革
派
Ｎ
Ｕ
Ｐ
が
掲

げ
る
中
央
集
権
化
に
よ
る
交
渉
力
強
化
と
は

対
極
を
な
す
改
革
案
だ
。 

AFL・CIOのホームページから 
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米国労働組合基礎情報 

　米国労働組合は、産業、職種ごとに組織され、各組合は本部、地方本部、各地方支部（ロ
ーカル）から構成されている。唯一のナショナルセンターは、米国労働総同盟・産別会議
（AFL-CIO）。AFL-CIOは1955年に職業別組織であったAFLと、産業別組織であったCIOが
合併したもの。そのため、大半の産業・職業別組合がAFL-CIO傘下にある。2004年11月の
時点では、60組織が加盟し、組合員総数は約1300万人。現在の会長は、ジョン・スウィニ
ー氏。 
 
20万人以上の組合員を擁する主要労働組合組織 

 米国主要組合 

チームスターズ 

国際食品・商業労組 

全米サービス従業員労組 

全米地方公務員労組 

全米自動車労組 

国際建設労組 

国際電機労組 

国際機械・航空労組 

全米通信労組 

全米鉄鋼労組 

全米教員労組 

国際機械技師労組 

国際製紙・化学労組 

全米郵便労組 

全米縫製・繊維労組＝ホテル・レストラン従業員組合 

連邦郵便配達労組 

全米公務員労組 

カリフォルニア学校職員労組 

国際消防職員労組 

（出所）AFL-CIOウェブサイト（http://www.aflcio.org/） 

組合員数（2004年） 

140万人 

 140万人 

 170万人 

 140万人 

 121万人 

 80万人 

 75万人 

 73万人 

 70万人 

 120万人 

 130万人 

 40万人 

 32万人 

 33万人 

 84万人 

 30万人 

 22万人 

 22万人 

 26万人 

 

（IBT） 

（UFCW） 

（SEIU） 

（AFSCME） 

（UAW） 

（LIUNA） 

（IBEW） 

（IAM） 

（CWA） 

（USWA） 

（AFT） 

（IUOE） 

（PACE） 

（APWU） 

（UNTE=HERE） 

（NALC） 

（AFGE） 

（CSEA） 

（IAFF） 

  

ブ
ッ
シ
ュ
再
選
で
露
呈
し
た 

　
労
組
勢
力
の
限
界 

 

一
九
九
五
年
の
ス
ウ
ィ
ニ
ー
会
長
就
任
に

伴
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ボ
イ
ス
グ
ル
ー
プ
（
改
革

派
）
が
執
行
部
を
掌
握
し
て
以
来
Ａ
Ｆ
Ｌ
・

Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
徹
底
的
な
改
革
路
線
を
提
起
し
、

組
織
化
に
注
入
す
る
年
間
予
算
を
三
％
か
ら

三
〇
％
に
拡
大
し
た
ほ
か
、
組
織
化
推
進
部

門
の
設
置
、
ユ
ニ
オ
ン
・
サ
マ
ー
（
学
生
の

組
合
運
動
へ
の
勧
誘
）
や
オ
ル
グ
養
成
セ
ミ

ナ
ー
、
ユ
ニ
オ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
（
ジ
ョ
ー
ジ
・

ミ
ー
ニ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
で
オ
ル
グ
養

成
を
進
め
、
組
織
化
運
動
に
勢
力
を
注
い
で

き
た
。
そ
の
結
果
、
急
速
に
増
加
す
る
民
間

の
サ
ー
ビ
ス
、
事
務
・
販
売
従
事
者
な
ど
新

し
い
労
働
者
、
女
性
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
移

民
労
働
者
の
組
織
化
へ
の
門
戸
が
開
か
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
教
会
ほ
か
の
宗
教
団

体
、
女
性
団
体
な
ど
と
の
連
携
や
生
活
賃
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
労
働

運
動
の
再
生
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
組
織
率

だ
け
み
れ
ば
下
降
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
社
会
運
動
型
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム

の
動
き
が
全
米
に
組
織
網
を
広
げ
つ
つ
あ
っ

た
た
め
、
今
回
の
大
統
領
選
で
は
、
「
労
組

が
選
挙
運
動
の
柱
と
な
る
」
と
の
期
待
も
大

き
か
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
の
ア
メ
リ

カ
政
治
の
右
傾
化
、
新
自
由
主
義
の
推
進
、

脱
工
業
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
産
業
構

造
の
転
換
、
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
の
拡
大
な

ど
に
よ
り
、
中
流
階
級
の
労
働
者
の
生
活
水

準
が
悪
化
す
る
な
か
、
ス
ウ
ィ
ニ
ー
会
長
は
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
「
史
上
最
悪
の
大
統
領
」

と
し
て
、
続
投
阻
止
に
全
力
を
注
い
で
き
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
再
選
に
よ
る
痛
手

は
大
き
い
。 

 

ケ
ン
ト
・
ウ
ォ
ン
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
労
働
研

究
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
「
今
回
の
選
挙

で
、
労
組
は
連
帯
し
て
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
再

選
阻
止
に
向
け
た
積
極
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
だ
が
、
ど
ん
な
努
力

を
注
ぎ
込
ん
で
も
、
現
在
の
組
織
率
で
は
、

そ
の
影
響
力
は
た
か
が
知
れ
て
い
る
。
二
二

％
以
上
で
あ
れ
ば
、
共
和
党
を
押
し
の
け
た

だ
ろ
う
」
と
分
析
し
、
今
回
の
民
主
党
敗
北

に
よ
る
反
響
に
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
部
門
で
の
組
織
化
が
進
む
一
方
で
、
民

間
の
中
軸
と
な
る
製
造
業
で
は
、
工
場
移
転

な
ど
合
理
化
の
影
響
で
組
合
員
が
全
体
的
に

減
少
。
金
融
、
ハ
イ
テ
ク
関
連
産
業
の
労
働

者
は
一
般
に
労
組
活
動
へ
の
関
心
が
薄
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
労
組
よ
り
も
む

し
ろ
宗
教
勢
力
の
動
向
が
注
目
さ
れ
た
選
挙

だ
っ
た
」（
読
売
新
聞
）
と
の
見
方
も
あ
る
。 

   

Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
内
部
対
立
と 

　
改
革
派
の
抱
え
る
矛
盾 

 

こ
う
し
た
組
織
率
の
低
さ
の
み
な
ら
ず
、

米
国
労
組
の
体
質
自
体
に
も
敗
因
は
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
の
再
生
の
兆
し
」
と

し
て
注
目
さ
れ
る
労
組
改
革
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

に
基
づ
い
た
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
興
隆
が
、

ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
の
全
体
か
ら
み
る
と
依

然
少
数
派
に
す
ぎ
な
い
こ
と
だ
。
ス
ウ
ィ
ニ

ー
会
長
の
率
い
る
執
行
部
は
、
一
般
組
合
員

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
組
合
活
動
の
重

要
性
を
強
調
。
よ
り
大
き
な
視
点
で
社
会
問

題
に
関
心
を
払
い
、
未
組
織
労
働
者
へ
の
門

戸
を
拡
大
し
て
き
た
。
だ
が
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
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Ｉ
Ｏ
傘
下
の
六
〇
組
合
の
幹
部
、
指
導
部
の

大
半
は
未
だ
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ミ
ー
ニ
ー
と

カ
レ
ー
ン
・
カ
ー
ク
ラ
ン
ド
時
代
の
従
来
型

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
を
信
奉
し
、
ス
ウ

ィ
ニ
ー
体
制
に
は
反
対
。
大
半
は
、
執
行
部

の
方
針
を
採
用
せ
ず
、
変
革
と
は
ほ
ど
遠
い

の
が
現
状
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
で

は
、
組
合
内
部
の
狭
義
の
経
済
要
求
を
最
優

先
し
、
労
働
者
と
し
て
の
よ
り
普
遍
的
な
社

会
的
・
政
治
的
要
求
は
取
り
上
げ
な
い
。
意

思
決
定
権
や
交
渉
は
組
合
幹
部
が
行
い
、
一

般
組
合
員
は
、
組
合
幹
部
や
専
従
組
合
員
の

い
わ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
る
と
い
っ
た
格
好
だ
。

こ
う
し
た
枠
組
み
で
は
、
組
合
幹
部
の
関
心

事
は
、
も
っ
ぱ
ら
自
ら
の
ポ
ス
ト
、
給
与
な

ど
の
既
得
権
保
護
に
つ
な
が
り
が
ち
。
一
般

組
合
員
レ
ベ
ル
で
も
、
外
部
労
働
者
の
組
織

化
に
自
分
た
ち
の
資
金
が
投
入
さ
れ
る
こ
と

を
快
く
思
っ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。 

 

保
守
派
と
改
革
派
の
内
部
対
立
ば
か
り
で

は
な
い
。
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
や
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
＝
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｅ
を
は
じ
め
と
す
る
最
も
進
歩
的
な
改
革

派
組
合
の
抱
え
る
内
部
矛
盾
も
、
米
国
労
働

運
動
の
複
雑
さ
に
拍
車
を
か
け
る
。
外
部
労

働
者
の
組
織
化
を
目
指
す
半
面
、
非
民
主
的

な
上
か
ら
の
戦
略
的
な
組
織
化
を
実
施
し
、

中
央
集
権
化
を
求
め
て
い
る
点
だ
。
「
支
部

組
合
員
と
は
関
係
な
く
外
か
ら
指
導
部
が
降

り
て
く
る
だ
け
で
、
現
場
の
労
働
者
か
ら
変

え
て
い
く
発
想
が
な
い
。
外
か
ら
の
動
員
ば

か
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
か
ら
オ
ル
グ

を
採
用
し
て
入
っ
て
い
く
発
想
が
な
か
っ
た

の
が
選
挙
戦
の
敗
因
で
は
な
い
か
」
と
の
落

胆
の
声
も
あ
が
っ
て
お
り
、
組
織
化
が
進
ん

で
い
る
改
革
路
線
の
組
合
で
も
、
官
僚
的
な

幹
部
と
末
端
の
組
合
員
と
の
乖
離
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
改
革
派
の
運
動
に
も
非
民
主

的
な
要
素
が
あ
り
、
一
握
り
の
指
導
部
の
決

定
が
号
令
と
な
っ
て
動
く
。
効
率
的
な
組
織

化
の
実
現
と
、
外
部
の
労
働
者
へ
の
信
頼
、

意
識
化
、
民
衆
教
育
を
通
じ
た
改
革
の
両
立

が
難
し
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

ブ
ッ
シ
ュ
の
再
任
に
よ
り
、
労
働
者
に
と

っ
て
は
さ
ら
に
過
酷
な
時
代
が
訪
れ
る
。
企

業
の
エ
リ
ー
ト
支
配
が
横
行
す
る
な
か
、
大

規
模
な
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
失
業
の
増
加
、
労

働
法
制
の
改
悪
、
所
得
格
差
の
拡
大
に
よ
る

貧
困
層
の
増
大
、
組
織
率
の
低
下
な
ど
の
危

機
的
な
状
況
に
、
今
後
米
国
労
組
は
い
か
に

対
峙
し
て
い
く
の
か
。
ネ
ル
ソ
ン
・
リ
ヒ
テ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教

授
は
、
そ
の
著
書
「
米
国
労
組
の
現
状
―
労

働
運
動
の
一
〇
〇
年
」
で
、
労
働
運
動
の
再

生
に
必
要
な
三
本
柱
と
し
て
、
①
外
部
圧
力

を
利
用
し
、
民
衆
を
巻
き
込
む
か
た
ち
で
の

戦
闘
的
労
働
運
動
の
拡
大
②
地
域
、
職
場
レ

ベ
ル
の
オ
ル
グ
の
積
極
的
起
用
に
よ
る
組
合

内
部
の
民
主
化
と
中
央
集
権
体
制
の
解
体
③

職
場
の
権
利
、
労
働
関
連
法
制
に
対
す
る
政

治
的
影
響
力
の
強
化
―
―
を
あ
げ
て
い
る
。

今
後
数
ヶ
月
の
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、

内
部
矛
盾
を
乗
り
越
え
た
労
働
運
動
の
真
の

再
生
に
向
け
た
改
革
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
。 
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国
際
労
働
研
究
セ
ン
タ
ー
第
七
五
回
定
例
研
究
会

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の

現
実
」
概
要
（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
〇
日
） 

 

読
売
新
聞
（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
九
日
） 

 

（
国
際
研
究
部
　
戎
居
皆
和
） 

   

統
合

に
よ
る 

　
「
ス
ー
パ
ー
労
組
」
の
誕
生 

 

Ａ
Ｅ
Ｅ
Ｕ
（
合
同
機
械
電
気
工
組
合
）
と

Ｍ
Ｓ
Ｆ
（
製
造
科
学
金
融
組
合
）
の
合
併
で

誕
生
し
た
Ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ｕ
ｓ
（
ア
ミ
カ
ス
）
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
英
国
の
労
働
組
合
は

一
九
九
〇
年
代
か
ら
統
合
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
二
〇
〇
四
年
に
入
り
、
再
び
大
規
模
統

合
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
民
間
最
大
労

組
Ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ｕ
ｓ
は
八
月
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
（
金

融
関
連
組
合
）、
続
く
一
〇
月
に
Ｇ
Ｐ
Ｍ
Ｕ

（
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
・
ペ
ー
パ
ー
・
メ
デ
ィ
ア

組
合
）
を
相
次
い
で
統
合
。
こ
の
結
果
、
Ａ

ｍ
ｉ
ｃ
ｕ
ｓ
は
一
五
万
人
の
組
合
員
を
新
た

に
加
え
、
一
二
〇
万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る

巨
大
組
合
と
な
り
、
英
国
最
大
労
組
で
あ
る

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
（
公
務
部
門
労
組
）
に
迫
る

勢
い
と
な
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
も
公
共
部

門
労
組
で
あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
、
医
療
部
門
労
組

Ｃ
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ｅ
、
地
方
自
治
体
労
組
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｇ

Ｏ
の
三
労
組
が
合
併
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
。

現
在
こ
れ
に
次
い
で
組
合
員
数
が
多
い
の
は
、

Ｔ
＆
Ｇ
（
輸
送
一
般
労
組
）
の
八
三
万
六
千

人
、
Ｇ
Ｍ
Ｂ
（
全
国
都
市
一
般
労
組
）
の
七

〇
万
四
千
人
と
な
っ
て
い
る（
図
１
参
照
）。

Ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ｕ
ｓ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
、
Ｔ
＆
Ｇ
、

Ｇ
Ｍ
Ｂ
の
四
労
組
は
「
ビ
ッ
グ
４
」
と
呼
ば

れ
、
英
国
労
働
運
動
の
動
向
を
左
右
す
る
。 

 

こ
の
ほ
か
二
〇
〇
四
年
に
行
な
わ
れ
た
他

の
大
規
模
な
統
合
は
、
地
域
組
合
の
Ｉ
Ｓ
Ｔ

Ｃ
（
鉄
鋼
労
組
連
盟
）
と
織
物
・
衣
料
・
靴

製
造
業
、
小
売
業
及
び
物
流
業
の
組
合
Ｋ
Ｆ 

TUCのホームページから 
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図1 上位17労組とその組合員数 
１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

公務部門労組（UNISON） 

アミカス 

輸送一般労組（T＆G） 

全国都市一般労組（GMB） 

王立看護士学校（RCN） 

小売流通関連労働組合（Usdaw） 

公務員組合（PCS） 

通信労働者組合（CWU） 

全英教員組合（ＮＵＴ） 

全国女性教員校長組合（NASUWT） 

グラフィカル・ペーパー・メディア組合（GPMU） 

金融関連組合（UNIFI） 

建設関連職技術者組合（UCATT） 

英国医療協会（BMA） 

英国教職員組合（ATL） 

プロスペクト 

全国高等教育教員組合（NATFHE） 

1,289,000 

1,061,199 

835,351 

703,970 

321,151 

321,151 

285,582 

266,067 

232,280 

211,779 

170,279 

147,607 

115,007 

113,711 

110,083 

105,480 

66,321
注）GPMUとUNIFIとは現在アミカスと統合 
 　RCNとBMAはTUC未加盟 
出典：TUC資料を基に作成（RCNとBMAの組合員数については『組合認証官報告2003-2004』を基に作成） 

Ａ
Ｔ
（
全
国
ニ
ッ
ト
ウ
ェ
ア
・
履
物
・
ア
パ

レ
ル
産
業
労
組
）
の
合
併
な
ど
だ
が
、
こ
う

し
た
大
型
統
合
の
動
き
は
ま
だ
し
ば
ら
く
続

く
と
見
ら
れ
て
い
る
。
九
〇
年
代
初
頭
か
ら

見
ら
れ
た
組
織
再
編
の
現
象
。
当
時
は
産
業
・

業
種
・
部
門
内
で
の
統
合
が
焦
点
と
な
っ
て

い
た
の
に
対
し
、
最
近
で
は
他
部
門
産
業
組

合
と
統
合
し
、
よ
り
巨
大
化
す
る
の
が
特
徴

だ
。
英
国
の
労
組
は
な
ぜ
大
型
化
を
目
指
す

の
か
。 

   

組
織
率
低
下

と 

　
組
合
承
認
の
減
少 

 

こ
れ
に
は
組
織
率
低
下
に
伴
う
組
織
の
弱

体
化
と
い
っ
た
背
景
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ

は
何
も
英
国
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
い
。
組

織
率
の
低
下
は
世
界
的
な
傾
向
だ
。
し
か
し
、

こ
の
組
織
率
低
下
、
組
合
員
の
減
少
と
い
っ

た
現
象
は
英
国
の
労
働
運
動
に
と
っ
て
致
命

的
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
何
故
な
ら
英

国
の
労
働
運
動
の
特
徴
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム

に
あ
る
か
ら
だ
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
す
な

わ
ち
団
体
交
渉
な
ど
信
頼
に
基
づ
く
紛
争
解

決
、
法
律
の
労
使
関
係
へ
の
不
介
入
と
い
っ

た
制
度
が
英
国
の
労
使
関
係
を
形
造
っ
て
き

た
。
そ
の
前
提
に
は
、
使
用
者
と
対
等
に
交

渉
で
き
る
強
力
な
組
合
の
存
在
が
不
可
欠
。

し
か
し
近
年
、
労
使
の
均
衡
は
崩
れ
つ
つ
あ

る
。
明
ら
か
に
使
用
者
側
に
有
利
に
な
っ
て

い
る
た
め
だ
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
組
織
率

の
低
下
と
使
用
者
に
よ
る
組
合
承
認
の
減
少

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
労

働
市
場
の
変

化
、
女
性
労

働
者
の
増
加

な
ど
社
会
構

造
の
変
化
が

背
景
に
あ
る

が
、
や
は
り

サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
下
で
の

組
合
規
制
の

政
治
的
影
響

が
大
き
い
と

言
え
る
。 

 

図
２
を
見

て
欲
し
い
。

サ
ッ
チ
ャ
ー

氏
が
政
権
に

就
い
た
一
九

七
九
年
に
は

五
五
・
四
％
、

九
〇
年
代
の

初
め
に
は
四

〇
％
近
く
あ
っ
た
組
織
率
が
二
〇
〇
一
年
に

は
二
八
．
八
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
は
、
英
国
の
労
使
関
係
の
特

徴
と
さ
れ
て
き
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
基
盤
、

す
な
わ
ち
圧
倒
的
な
闘
争
力
を
衰
退
さ
せ
た
。

そ
し
て
こ
の
傾
向
は
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
に

変
わ
っ
て
も
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
な
い
。

む
し
ろ
最
近
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
を
基
に
、
労
働

組
合
と
は
別
の
従
業
員
代
表
を
通
じ
た
労
働

者
参
加
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
、
新
た
な
潮

流
さ
え
生
ま
れ
て
い
る
。 
   

減
少
続

く
組
合
員
数 

 

英
国
貿
易
産
業
省
（
Ｄ
Ｔ
Ｉ
）
の
労
働
力

調
査
（
Ｌ
Ｆ
Ｓ
）
に
よ
る
と
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
業
種
に
お
け
る
労
働
組
合
加
入
者

が
増
加
し
た
結
果
、
二
〇
〇
三
度
の
労
働
組

合
員
総
数
は
七
三
八
万
人
と
な
り
一
九
八
九

年
以
降
、
久
し
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。
た

だ
し
、
本
誌
一
一
月
号
で
報
じ
た
通
り
、
『
組

合
認
証
官
（C

ertification O
fficer

）
報
告

2003-2004

』
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
の

組
合
員
の
減
少
数
は
全
体
で
一
万
六
〇
〇
〇

人
。
一
九
七
九
年
の
一
三
〇
〇
万
組
合
員
を

ピ
ー
ク
に
減
少
基
調
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
今
後
公
共
部
門
の
雇
用
削
減
案
が
実

行
さ
れ
れ
ば
、
労
働
組
合
加
入
率
は
二
〇
％

を
下
回
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
組
合

員
の
減
少
数
を
Ｔ
Ｕ
Ｃ
（
英
国
組
合
会
議
）

加
盟
労
組
に
限
定
し
て
見
る
と
、
減
少
幅
は

よ
り
大
き
く
な
る
。
現
在
Ｔ
Ｕ
Ｃ
加
盟
労
組

の
組
合
員
数
は
、
英
国
に
お
け
る
従
業
員
の

約
二
一
％
に
過
ぎ
な
い
。
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
組
合
員

は
従
来
か
ら
、
製
造
業
部
門
の
従
業
員
が
多

数
を
占
め
、
失
業
率
が
高
い
の
が
特
徴
。
こ

の
事
実
を
ふ
ま
え
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
近
年
、
公
共

部
門
労
働
組
合
の
組
合
員
数
の
増
加
を
図
る

方
策
を
進
め
て
い
る
も
の
の
、
製
造
業
部
門

に
お
け
る
組
合
員
数
の
大
幅
な
減
少
が
こ
れ

を
帳
消
し
に
す
る
。
政
府
が
公
共
部
門
の
雇

用
削
減
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
も
追
い

討
ち
を
か
け
、
こ
れ
ら
組
合
員
数
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
の
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

と
言
え
る
。
組
合
員
の
減
少
は
組
合
財
政
の

弱
体
化
を
招
く
。
組
合
の
生
き
残
り
に
は
、

今
の
と
こ
ろ
組
織
の
統
合
し
か
選
択
肢
が
な

い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。 

 

し
か
し
労
働
運
動
発
祥
の
地
、
英
国
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
、
こ
う
し
た
現

状
に
手
を
拱
い
て
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

状
況
を
打
開
す
べ
く
、
現
書
記
長
の
ブ
レ
ン

ダ
ン
・
バ
ー
バ
ー
氏
が
中
心
と
な
っ
て
一
九

図2 英国組合組織率の推移（％） 
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図　DGBの構成組織 

DGBホームページによる http://www.dgb.de/ 　数字は組合員数、DGB内組合員比率。2003年現在。 

九
七
年
、
ニ
ュ
ー
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン

グ
ア
カ
デ
ミ
ー（
組
織
家
養
成
学
校
）を
創
設

し
た
。
こ
の
ポ
リ
シ
ー
は
明
快
で
、
新
し
い

産
業（
Ｉ
Ｔ
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
）、
新
し
い
労

働
者（
パ
ー
ト
、
派
遣
な
ど
）の
組
織
化
を
進

め
よ
う
と
い
う
も
の
。
い
わ
ば
、
組
織
化
と

い
う
組
合
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
ろ
う
と
す

る
運
動
だ
。
ニ
ュ
ー
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
旗
印

の
も
と
、
こ
う
し
た
試
み
が
効
を
奏
す
る
か
。

多
様
化
す
る
労
働
市
場
を
リ
ー
ド
す
る
労
働

組
合
像
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 
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献
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ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
中
心
は
、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
（
ド

イ
ツ
労
働
総
同
盟
）
が
担
っ
て
お
り
、
現
在

の
組
織
人
員
（
二
〇
〇
三
年
）
は
約
七
三
六

万
三
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
全
国

組
織
と
し
て
Ｄ
Ｂ
Ｂ
（
ド
イ
ツ
官
吏
同
盟
、

約
一
二
五
万
八
〇
〇
〇
人
）
お
よ
び
Ｃ
Ｇ
Ｂ

（
ド
イ
ツ
・
キ
リ
ス
ト
教
労
組
連
盟
、
約
二

九
万
八
〇
〇
〇
人
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合

計
し
た
数
字
は
約
八
九
一
万
九
〇
〇
〇
人
で
、

労
働
力
人
口
（
三
六
一
七
万
二
〇
〇
〇
人
）

で
割
っ
た
組
織
率
は
二
四
・
七
％
と
な
る
。 

　
組
織
人
員
は
ド
イ
ツ
統
一
以
降
、
一
貫
し

て
低
下
傾
向
に
あ
る
。
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
、
東
西
ド

イ
ツ
統
一
後
の
一
九
九
一
年
に
一
一
八
〇
万

人
を
記
録
し
て
以
降
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
で

三
七
・
六
％
の
減
少
を
経
験
し
た
こ
と
に
な

る
。
統
一
後
は
と
く
に
東
独
地
域
の
景
気
低

迷
と
企
業
再
編
に
よ
る
雇
用
者
数
の
減
少
が

響
い
て
い
た
。
最
近
に
な
っ
て
も
、
ド
イ
ツ

全
体
の
景
気
低
迷
と
産
業
構
造
の
変
化
、
企

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
の
要
因

に
よ
り
、
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

態
に
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
約
八
〇
三
万
七

〇
〇
〇
人
だ
っ
た
人
員
は
、
二
〇
〇
〇
年
に

約
七
七
七
万
三
〇
〇
〇
人
と
八
〇
〇
万
人
台

を
割
り
、
二
〇
〇
一
年
に
Ｉ
Ｔ
関
連
の
好
況

で
一
時
的
に
微
増
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
二

年
に
約
七
七
〇
万
人
と
再
び
減
少
し
、
翌
年

に
か
け
て
下
げ
幅
を
広
げ
て
い
る
。 

　
Ｄ
Ｇ
Ｂ
は
現
在
八
つ
の
産
業
別
労
組
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
統
一
後
し
ば
ら
く
は
一
六

の
産
別
が
存
在
し
た
が
、
組
織
人
員
の
減
少

と
、
九
〇
年
台
か
ら
現
在
に
か
け
て
続
い
た

労
働
条
件
決
定
の
産
業
別
レ
ベ
ル
か
ら
個
別

企
業
レ
ベ
ル
へ
の
移
行
の
流
れ
は
、
産
別
労

組
の
運
営
の
合
理
化
と
経
費
削
減
を
余
儀
な

く
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
産
別
再
編
が
加
速

し
、
二
〇
〇
一
年
に
は
、
公
務
・
運
輸
・
交

通
労
組（:

Ｏ
Ｔ
Ｖ
）、
商
業
・
銀
行
・
保
険

労
組（
Ｈ
Ｂ
Ｖ
）、
郵
便
労
組（
Ｄ
Ｐ
Ｇ
）、
メ

デ
ィ
ア
労
組（
Ｉ
Ｇ
―
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
）の
Ｄ

Ｇ
Ｂ
傘
下
四
産
別
と
、
そ
れ
ま
で
Ｄ
Ｇ
Ｂ
に

加
盟
し
て
い
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
職
員
労
組（
Ｄ

Ａ
Ｇ
）が
合
併
し
、
当
時
で
三
〇
〇
万
人
以

上
の
人
員
を
有
す
る
巨
大
産
別
、
統
一
サ
ー

ビ
ス
産
業
労
組（
Ｖ
ｅ
ｒ
．
ｄ
ｉ
）が
誕
生
し

て
い
る
。
Ｖ
ｅ
ｒ
．
ｄ
ｉ
は
現
在
も
Ｄ
Ｇ
Ｂ

の
最
大
産
別
で
あ
り（
約
二
六
一
万
四
〇
〇

〇
人
、 

二
〇
〇
三
年
）、
Ｄ
Ｇ
Ｂ
現
会
長
の

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ゾ
マ
ー
氏
は
同
労
組
の
出
身

だ
。
Ｖ
ｅ
ｒ
．
ｄ
ｉ
誕
生
ま
で
最
大
で
あ
っ

た
金
属
産
業
労
組（
Ｉ
Ｇ
―
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｌ
ｌ
）

も
、
二
〇
〇
三
年
現
在
で
約
二
五
二
万
五
〇

〇
〇
人
の
組
合
員
が
お
り
、
こ
の
二
つ
の
産

別
の
存
在
感
が
際
立
っ
て
い
る
。 

  

労
使
関
係

の
特
徴 

　
労
働
協
約
上
の
平
均
の
賃
上
げ
率
は
、
二

〇
〇
三
年
に
二
・
四
％
だ
っ
た
。
最
近
で
は
、

二
〇
〇
〇
年
二
・
四
％
、
二
〇
〇
一
年
二
・

一
％
、
二
〇
〇
二
年
二
・
六
％
と
推
移
し
て

お
り
、
消
費
者
物
価
指
数
（
欧
州
委
員
会
に

よ
れ
ば
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で

一
〜
六
％
の
間
の
水
準
で
推
移
）
以
上
の
水

準
を
保
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
四
年

に
入
り
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
社
内
労

働
協
約
交
渉
（
同
社
は
金
属
産
業
協
約
と
は

別
個
に
産
別
で
あ
る
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
と
交
渉
す

る
）
の
結
果
が
一
一
月
に
長
期
雇
用
保
障
と

引
き
換
え
に
賃
上
げ
ゼ
ロ
に
終
わ
っ
た
よ
う

に
、
九
〇
年
代
ま
で
の
賃
上
げ
と
労
働
時
間

短
縮
を
追
求
し
て
き
た
労
組
に
と
っ
て
は
、

方
針
の
再
構
築
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　
労
働
協
約
の
適
用
率
（
二
〇
〇
三
年
）
は
、

企
業
数
で
見
る
と
、
産
業
別
協
約
適
用
が
四

二
％
、
同
協
約
に
基
づ
く
水
準
を
適
用
し
て

い
る
企
業
が
二
五
％
、
同
協
約
を
適
用
し
て

い
な
い
企
業
が
三
三
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
従

業
員
ベ
ー
ス
で

見
る
と
、
産
業

別
協
約
適
用
が

六
七
％
、
同
協

約
に
基
づ
く
水

準
が
適
用
さ
れ

て
い
る
従
業
員

が
一
七
％
、
同

協
約
が
適
用
さ

れ
て
い
な
い
従

業
員
が
一
六
％

と
な
る
。
企
業

ベ
ー
ス
と
従
業

員
ベ
ー
ス
の
適

用
率
の
差
異
は
、

企
業
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
協
約

適
用
率
が
高
い

た
め
に
生
じ
て

い
る
。
な
お
、

二
〇
〇
〇
年
時

点
の
適
用
率
は
、

企
業
ベ
ー
ス
で

四
三
・
九
％
、
従
業
員
ベ
ー
ス
で
六
七
・
三

％
で
あ
り
、
現
在
ま
で
微
減
し
て
い
る
も
の

の
目
立
っ
た
差
は
な
い
。 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員
　
吉
田
和
央
） 
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五

つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー 

　
思
想
的
対
立
を
背
景
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
労

働
運
動
は
、
統
一
と
分
裂
の
歴
史
を
歩
ん
で

き
た
。
現
在
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
と

さ
れ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同
盟（
Ｃ

Ｇ
Ｔ
・
共
産
党
系
）、
フ
ラ
ン
ス
民
主
労
働

同
盟（
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
・
社
会
党
系
）、
フ
ラ
ン
ス

キ
リ
ス
ト
教
労
働
同
盟（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
・
保
守

中
道
系
）、
フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同
盟
・
労
働

者
の
力（
Ｃ
Ｇ
Ｔ
―
Ｆ
Ｏ
・
社
会
党
・
反
共

系
）、
フ
ラ
ン
ス
幹
部
職
総
同
盟（
Ｃ
Ｆ
Ｅ
―

Ｃ
Ｇ
Ｃ
・
保
守
中
道
系
）の
五
組
織
で
あ
る
。 

　
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
運
動
の
始
ま
り
は
、
一

八
三
〇
年
代
に
遡
る
。
そ
れ
は
、
木
工
職
人
、

製
靴
職
人
、
パ
ン
職
人
な
ど
の
職
業
別
労
組

の
結
成
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
当
時
は
、
労

働
者
の
団
結
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
労
組
は
社
会
的
広
が
り
を
も
つ

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
一
八
八
四
年
の
「
結

社
の
自
由
」
の
法
制
化
を
機
に
、
労
組
の
結

成
は
急
速
に
進
ん
だ
。 

 

一
八
九
五
年
に
は
最
初
の
労
組
全
国
組
織

と
し
て
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
が
結
成
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｇ
Ｔ

は
、
産
業
別
労
組
を
加
盟
単
位
と
し
、
思
想

的
に
は
社
会
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
革
命

的
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
を
基
調
と

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
思
想
的
対
立
か
ら
Ｃ

Ｇ
Ｔ
を
離
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
（
一

九
六
四
年
）
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
一
九
一
九
年
）
、

Ｃ
Ｇ
Ｔ
―
Ｆ
Ｏ
（
一
九
四
七
年
）
を
そ
れ
ぞ

れ
結
成
。
一
九
六
〇
年
代
前
半
ま
で
に
は
、

こ
の
四
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
が
並

立
す
る
体
制
が
確
立
し
た
。
経
済
、
政
治
情

勢
の
変
遷
の
中
で
、
戦
線
統
一
の
試
み
も
幾

度
か
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
四
組
織
体
制
は
現

在
も
続
い
て
い
る
。
一
九
四
四
年
に
結
成
さ

れ
た
Ｃ
Ｆ
Ｅ
―
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
こ
れ
ら
に
次
ぐ
。

Ｃ
Ｆ
Ｅ
―
Ｃ
Ｇ
Ｃ
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
管
理

職
な
ど
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
を
中
心
と
し
、

他
の
四
組
織
と
は
異
な
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
背
景
を
持
た
ず
、
現
実
主
義
の
運
動
に
徹

し
た
組
織
で
あ
る
。 

   
労
働
組
合

の
特
徴 

 

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
は
、
①
各
労
組
の

組
織
状
況
や
勢
力
が
正
確
に
把
握
で
き
な
い

②
企
業
内
、
事
業
所
内
に
複
数
の
労
組
が
存

在
す
る
③
組
織
率
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

社
会
的
影
響
力
が
大
き
い
―
―
と
い
う
特
徴

を
も
つ
。 

 

「
市
民
革
命
」
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
フ
ラ

ン
ス
の
労
組
で
は
、
加
入
の
完
全
な
自
由
を

原
則
と
し
て
お
り
、
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ

の
よ
う
な
組
合
加
入
強
制
シ
ス
テ
ム
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
加
入
・
脱
退
は
個
人
の
意
思

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
組
合
へ
の
出
入

り
は
頻
繁
に
起
こ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
・
オ
フ
（
給

与
か
ら
の
天
引
き
）
も
法
律
で
禁
止
さ
れ
お

り
、
組
合
費
は
職
場
や
外
部
で
の
直
接
徴
収

が
一
般
的
で
、
徴
収
率
は
極
め
て
悪
い
。 

 

組
合
員
数
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
中
央
組

織
が
、
組
合
費
徴
収
の
際
に
交
付
す
る
月
毎

の
ス
タ
ン
プ
（
組
合
カ
ー
ド
に
貼
付
し
て
い

く
）
の
発
行
総
数
を
、
組
合
費
の
平
均
徴
収

月
数
で
割
り
、
そ
の
数
字
を
組
合
員
数
と
し

て
い
た
と
さ
れ
る
が
実
際
に
は
、
数
値
を
調

整
し
て
、
組
合
員
数
を
過
大
に
算
出
し
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
現
在
で
は
、

二
年
に
一
度
企
業
内
で
、
全
従
業
員
が
投
票

す
る
「
職
場
代
表
選
挙
」
の
結
果
か
ら
、
組

織
状
況
や
勢
力
を
推
測
す
る
と
い
う
の
が
慣

例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
は
、

政
府
の
公
式
統
計
で
あ
る
た
め
、
各
組
合
に

対
す
る
労
働
者
の
支
持
率
を
示
す
も
の
と
し

て
、
組
合
員
数
や
組
織
率
よ
り
も
重
視
さ
れ

て
い
る
。 

 

労
組
の
基
本
単
位
は
、
サ
ン
ジ
カ
と
呼
ば

れ
、
一
定
の
地
域
の
産
業
ま
た
は
職
種
別
に

置
か
れ
る
。
そ
の
サ
ン
ジ
カ
の
下
部
組
織
と

し
て
地
区
の
支
部
、
さ
ら
に
支
部
の
下
に
企

業
別
、
事
業
所
別
の
分
会
を
置
く
の
が
一
般

的
。
そ
の
た
め
、
中
小
を
含
む
多
く
の
企
業
、

事
業
所
内
に
、
小
規
模
の
組
合
が
複
数
存
在

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
労
組
は
、
組
合

費
の
徴
収
、
企
業
内
で
の
団
体
交
渉
な
ど
を

主
な
活
動
と
し
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
他
労

組
と
日
常
的
に
顔
を
つ
き
合
わ
せ
て
勢
力
争

い
を
し
て
い
る
。
複
数
分
立
に
加
え
、
こ
う

し
た
勢
力
争
い
が
、
全
国
組
織
の
統
合
を
大

き
く
制
約
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。 

 

組
織
率
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
（
一

九
二
〇
年
）、
人
民
戦
線
期（
一
九
三
六
年
）、

第
二
次
世
界
単
線
直
後
（
一
九
四
五
〜
四
七

年
）
に
、
一
時
的
に
急
上
昇
し
た
も
の
の
、

伝
統
的
に
低
水
準
を
示
し
て
い
る
。
一
九
七

五
年
の
二
四
％
を
ピ
ー
ク
に
低
下
を
続
け
、

二
〇
〇
三
年
は
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し

た
低
組
織
率
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
が

「
組
合
員
の
組
織
」
で
は
な
く
、
「
活
動
家

の
組
織
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
少
数
の
活
動
家
が
未
組
織
の
大

衆
を
動
員
す
る
と
い
う
運
動
ス
タ
イ
ル
の
伝

統
や
、
第
一
次
大
戦
直
後
ま
で
労
働
運
動
を

主
導
し
た
「
革
命
的
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
」
の

影
響
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
労
組
の
社
会
に
対
す
る
影
響
力

、

社
会
的
存
在
感
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
一
九
三
六
年
に
確
立

し
た
「
労
働
協
約
拡
張
適
用
制
度
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
労
働
協
約
は
、
当
該
産
業
、
地
域

の
未
組
織
労
働
者
に
拡
張
適
用
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
効
力
を
有
す
る
協
約
は
「
代
表
的
な

労
組
」
が
締
結
し
た
も
の
で
、
そ
の
労
組
は

政
府
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
代
表
性
を
有

す
る
労
組
は
、
労
働
協
約
の
締
結
権
限
を
も

ち
、
企
業
内
で
の
分
会
の
設
置
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
一
九
六
六
年
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

労
組
の
代
表
性
の
認
定
基
準
は
、
組
合
員
数
、

自
主
性
、
労
組
基
金
、
労
組
の
経
験
と
存
続

年
数
、
占
領
期
間
中
の
愛
国
的
姿
勢
な
ど
。

現
在
、
全
国
レ
ベ
ル
で
代
表
性
を
有
す
る
労

CFDTのホームページから 
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主要労働組合の概要 
労働力人口　2712.5万人　　　組合員数　184.5万人　　　組織率　8.2%　（2003年：INSEE、DARES） 

CGT 
（フランス労働総同盟） 
 
CFDT 
（フランス民主労働総同盟） 
 
CGT-FO 
（フランス労働総同盟・労働者の力） 
 
CFTC 
（フランスキリスト教労働者同盟） 
 
CFE-CGC 
（フランス幹部職総同盟） 

組　織　名 組　織　状　況 加盟国際組織 
結　　　　成　1895年　 
組 合 員 数　70万人（調査年不明） 
職業別連盟数　33 
結　　　　成　1964年　 
組 合 員 数　87万人（2003年） 
産業別連盟数　20 
結　　　　成　1947年　 
組 合 員 数　30万人（2000年）＊ 
産業別連盟数　33 
結　　　　成　1919年　 
組 合 員 数　22万人（2000年）＊ 
職業別連盟数　16 
結　　　　成　1944年　 
組 合 員 数　14万人（2002年末） 
職業別組織数　50

ETUC 
  
  
ETUC 
ICFTU 
TUAC 
ETUC 
ICFTU 
　 
ETUC 
WCL 
  
CEC   
（Confederation Europeenne des Cadres） 

（注）組織状況および加盟国際組織については、各労組HPより。ただし＊については『世界の労働組合』（P.286）の表より転記。 

組
は
、
冒
頭
に
あ
げ
た
五
つ
の
ナ
・
セ
ン
タ

ー
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
使
用
者
団
体

と
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
企
業
運
動
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｆ
）
が
代
表
性
の
認
知
を
受
け
て
い
る
。 

   

労
働
組
合

の
危
機
か
ら 

　
活
性
化
の
き
ざ
し 

 

一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら

七
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
「
労

働
運
動
の
黄
金
時
代
」
で
さ

え
も
、
組
織
率
が
二
五
％
を

超
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
フ

ラ
ン
ス
。
運
動
の
高
揚
期
を

過
ぎ
る
と
、
組
織
率
、
組
合

員
数
と
も
に
急
速
に
低
下
し

始
め
た
。
七
〇
年
代
半
ば
か

ら
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、

組
織
率
は
二
〇
％
台
前
半
か

ら
九
％
へ
、
組
合
員
数
は
四

〇
〇
万
か
ら
二
一
〇
万
へ
と

著
し
く
減
少
し
た
。
労
働
争

議
も
、
八
〇
年
代
に
入
る
と

減
り
始
め
、
急
速
に
沈
静
化
。

特
に
民
間
に
お
け
る
減
少
が

目
立
っ
た
。 
 

こ
の
二
〇
年
と
い
う
長
期

に
わ
た
る
労
働
組
合
の
後
退

は
、
「
労
働
組
合
の
危
機
」

と
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
組
合

研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。

多
く
の
研
究
者
が
、
そ
の
原

因
と
し
て
、
①
産
業
構
造
の

転
換
や
職
種
構
成
の
変
化
②

従
業
員
の
個
別
管
理
や
企
業

別
交
渉
の
広
が
り
に
よ
る
産

業
別
組
合
の
存
在
意
義
の
低

下
③
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
女

性
、
派
遣
・
パ
ー
ト
等
の
新

た
な
労
働
力
に
対
す
る
組
織

化
戦
略
の
限
界
―
―
な
ど
を

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
労

働
組
合
の
構
造
の
あ
り
方
に
注
目
す
る
研
究

者
も
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
は
、
活

動
家
（
リ
ー
ダ
ー
）
を
中
心
と
し
た
小
規
模

集
団
の
よ
う
な
組
織
の
た
め
、
中
心
と
な
っ

て
い
る
活
動
家
が
組
織
（
組
合
、
支
部
）
を

離
れ
る
と
、
組
織
そ
の
も
の
が
一
挙
に
機
能

停
止
に
陥
っ
た
り
消
滅
し
た
り
す
る
こ
と
が

多
い
。
労
働
社
会
学
者
ド
ミ
ニ
ク
・
ラ
ベ
ら

の
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
う
し
た
組
合
の
構
造
が

組
織
急
落
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

し
て
い
る
。 
 

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
五
年
一
一
〜
一
二
月

の
公
共
部
門
争
議（
注
）を
契
機
に
、
労
働
組

合
は
活
性
化
の
様
相
を
呈
す
。
以
降
、
争
議

数
は
増
加
し
、
労
働
損
失
日
数
は
公
務
員
関

係
を
中
心
に
増
え
続
け
、
二
〇
〇
〇
年
に
は

八
〇
年
代
前
半
の
水
準
ま
で
達
し
た
。
Ｃ
Ｆ

Ｄ
Ｔ
や
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
組
合
員
数
も
、
八
〇
年
代

末
か
ら
九
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
期
を
底
と

し
て
増
加
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
組
合
や
運
動
の
活
性
化
の
背
景

に
は
、
①
一
九
九
七
年
夏
か
ら
二
〇
〇
一
年

春
ま
で
続
い
た
好
景
気
②
組
織
再
建
や
組
合

員
獲
得
に
向
け
た
長
期
に
わ
た
る
組
合
内
部

討
論
や
活
動
家
教
育
の
成
果
③
企
業
交
渉
を

通
じ
て
時
短
と
雇
用
創
出
を
進
め
よ
う
と
し

た
政
府
の
雇
用
・
労
使
関
係
政
策
の
副
産
物

―
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
九
〇
年
代
末
の

労
働
争
議
の
理
由
を
み
る
と
、
「
労
働
時
間

の
短
縮
及
び
再
編
成
」
が
増
加
し
て
お
り
、

「
週
三
五
時
間
労
働
法
」
に
関
わ
る
交
渉
が

争
議
数
増
加
に
繋
が
っ
た
と
い
え
る
。 

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
れ
ま
で
、
経
営
の
専
制

主
義
や
経
営
と
の
妥
協
に
否
定
的
な
「
異
議

申
し
立
て
」
型
の
労
働
運
動
の
影
響
の
た
め
、

伝
統
的
に
対
話
不
在
の
対
立
的
な
労
使
関
係

が
続
い
て
き
た
。
そ
の
伝
統
は
根
強
く
、
一

九
六
八
年
に
企
業
内
組
合
の
活
動
が
法
律
で

認
め
ら
れ
た
後
も
、
企
業
内
交
渉
は
発
展
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
毎
年
一
回
の
賃
金
の

改
定
、
労
働
時
間
の
短
縮
と
再
編
成
に
関
す

る
労
働
組
合
と
の
企
業
内
交
渉
を
、
経
営
者

に
義
務
づ
け
た
「
オ
ー
ル
ー
労
働
法
」（
一
九

八
二
年
）
に
よ
り
、
こ
の
対
話
不
在
な
労
使

関
係
に
変
化
が
見
え
始
め
る
。
そ
し
て
、
九

〇
年
代
以
降
の
不
況
や
失
業
率
の
上
昇
等
の

社
会
・
経
済
状
況
を
背
景
に
、
時
短
、
雇
用
、

賃
金
を
話
し
合
う
企
業
内
交
渉
が
急
激
に
増

加
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
対
話
不
在
の
対
立
関
係
か
ら

交
渉
や
協
議
を
通
じ
た
問
題
解
決
へ
の
移
行

と
い
う
動
き
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に

発
展
し
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
・

労
働
運
動
の
再
生
・
活
性
化
へ
と
つ
な
が
る

の
か
に
つ
い
て
は
未
知
数
だ
。
し
か
し
、
変

化
は
間
違
い
な
く
始
ま
っ
て
い
る
。 

  （
注
） 

　
一
九
九
五
年
一
一
月
、
保
守
政
権
の
社
会
保
障
改

革
プ
ラ
ン（「
ジ
ュ
ペ
・
プ
ラ
ン
」）を
き
っ
か
け
に

生
じ
、
公
共
部
門
を
中
心
に
約
一
ヶ
月
近
く
に
お
よ

ん
だ
全
国
争
議
。
財
政
赤
字
を
削
減
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
が
Ｅ
Ｕ
通
貨
統
合
参
加
へ
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
を
狙
っ
た
同
プ
ラ
ン
に
対
し
て
、
経
営
再
建
や

民
営
化
を
め
ぐ
る
労
使
対
立
も
抱
え
て
い
た
国
鉄
Ｓ

Ｎ
Ｃ
Ｆ
、
郵
便
電
話
公
社
Ｐ
Ｔ
Ｔ
、
電
力
ガ
ス
公
社

Ｅ
Ｄ
Ｆ
―
Ｇ
Ｄ
Ｆ
、
パ
リ
都
市
交
通
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｐ
な
ど
、

公
共
企
業
の
労
働
者
か
ら
激
し
い
反
発
を
受
け
、
国

民
諸
階
層
の
支
持
を
受
け
た
ス
ト
は
長
期
化
。
政
権

は
改
革
案
の
撤
回
に
追
い
込
ま
れ
た
。 
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